
⇒

⇒思考・判断・表現

＜学習上の課題＞
表やグラフ等の特徴を的確に捉え、それを文章で表現する力に課
題がみられる。
＜指導上の課題＞
表やグラフ等の特徴や傾向を捉え、言葉や数を用いて表現する活
動を、教科横断的な視点で取り組むことが必要。また、他者の意
見を参照し、表現の方法を学ぶ時間も必要になる。

知識・技能

＜学習上の課題＞
漢字の書き取りや２ケタの計算など基礎的・基本的な知識・
技能について定着している生徒と課題のある生徒との間
に個人差が大きい。
＜指導上の課題＞
基礎的・基本的な内容を定着させるために個別に必要な支
援が必要になる。

学力向上策【実施時期・頻度】学習上・指導上の課題
①

今年度の課題と学力向上策

・「前時の内容の確認」「基礎基本の確認」　や「授業の振り返り」
等を教員が意識し、生徒に働きかける時間をとる。また、スタディ
サプリやドリルパーク等を活用し、基礎的・基本的な内容の反復と
習熟に取り組む。【学年・教科の実態に応じて5分程度実施】
・基礎学力の向上を目指し、川通中チャレンジカップ（ＫｃＣ）を５教
科で実施する。　【毎学期１回以上実施】

・教科や「STEAMS TIME」における生徒の探究的な活動を通して、特徴を捉
え、表現する場面を設定し、実施する。【毎学期複数回実施】
・「Teams」や「ミライシード」などを活用して思考から表現までの過程を可視化
し意見の共有や協働作業を行う。【R７年度さいたま市学習状況調査「学級の友
達との間で話し合う活動を通じて自分の考えを深めたり、広げたりすることがで
きていますか」の質問項目において、肯定的な回答の割合が７０％以上】。

思考・判断・表現

③

知識・技能

評価（※） 学力向上策【実施時期・頻度】

中間期見直し中間期報告

学力向上策の実施状況

知識・技能

思考・判断・表現

さいたま市学習状況調査結果について（分析・考察）④

思考・判断・表現

知識・技能

評価（※） 学力向上策の実施状況⑤ ② 全国学力・学習状況調査結果について（分析・考察）

知識・技能

思考・判断・表現

⑥ 次年度への課題と学力向上策

思考・判断・表現

知識・技能

※評価 Ａ ８割以上（達成） Ｂ ６割以上（おおむね達成） Ｃ ６割未満（あと一歩）

令和７年度版「学力向上ポートフォリオ（学校版）」【川通中学校】

※評価 Ａ ８割以上（達成） Ｂ ６割以上（おおむね達成） Ｃ ６割未満（あと一歩）


